
【申請書式】

物流標準化促進事業費補助金（労働力不足に対応するための標準仕様パレットの利用促進支援事業 ）
実施計画書
レンタルパレットを導入する事業者への支援



	事業実施者
	法人名
氏名
所属・役職
住所
電話番号

	申請者の
連絡先及び担当者
	法人名
氏名
所属・役職
住所
電話番号
E-mail

	事業の主たる
実施場所
	＊実際に導入・稼働する拠点の住所・名称を記載（拠点が多数に及ぶ場合は、自社様式の別表にて提出も可）＊




	間接補助事業の内容
（複数拠点で機器導入等を予定している場合は、それぞれの内容を記入）
	＊事業の具体的内容を記載＊
a.補助対象要件パレットを導入する経緯、目的
b.自社における保管時・輸送時それぞれのパレット化率※（保管時にパレットを用いており輸送時にバラ輸送している、または、別規格のパレットに積替えているなど、保管時と輸送時で状況が異なる場合はその詳細を含む。）
c. 補助対象要件パレットの導入に伴い、どのような機器を、どこに、何台、何のために導入し、どのように利用するか
※パレット化率は、導入・稼働する拠点における貨物のうち、パレットに積載した貨物の割合(重量・容積・ケース数等に基づき算出）

	現在の課題
（複数拠点で機器導入等を予定している場合は、それぞれの内容を記入）
	＊物流効率化に関する自社の課題を詳細に記載＊

	間接補助事業により見込まれる効果
（別々のサプライチェーンに係る複数拠点で機器導入等を予定している場合は、それぞれの内容を記入）
	＊補助対象要件パレットの導入や機器の導入により上記の課題に対して見込まれる効果を詳細に記載（稼働人員、荷役時間等の観点で定量的に記載＊


	補助対象要件パレット導入の詳細
（複数拠点で機器導入等を予定している場合は、それぞれの内容を記入）
	＊間接補助事業によるパレット導入について、輸送業務の全体像がわかるように概要図（取組前後の違いを示すこと）を記載＊
a.現在利用しているパレットの規格（平面サイズ等）及び調達形態（自社保有またはレンタル）、それぞれの枚数、それぞれの主な用途（輸送用、保管用）とそれらの割合、パレット化率。それぞれの規格等ごとに列挙。
b.間接補助事業によって増備または入替を予定している補助対象要件パレットの枚数、用途（輸送で用いる区間を含む）、導入後のパレット化率。
c. 間接補助事業によって処分を予定している現有パレット枚数並びに利用を停止する予定のレンタルパレットの規格及び枚数
d. パレットの紛失・流用を防止するための自社における運用管理の工夫


	事業実施のスケジュール
（複数拠点で機器導入等を予定している場合は、それぞれの内容を記入）
	＊「事業の内容」に記載した内容に関するスケジュールを詳細に記載＊


	補助事業完了後の事業継続性
（複数拠点で機器導入等を予定している場合は、それぞれの内容を記入）
	＊補助事業完了後の事業継続の見込みを詳細に記載＊
・補助事業完了後も継続して補助対象要件パレットを活用し、適切に事業を継続するための独自の工夫、補助対象要件パレット利用拡大に向けての展望等


	他の補助事業（財政投融資含む）への申請状況
	＊申請した事業内容で他の補助事業等の活用を予定している場合は、当該補助事業名と申請（予定）内容を詳細に記載。（交付決定済みの事業だけでなく、申請中または申請予定の事業を含む）




